




精神遅滞の基礎疾患は種類が多く、原因検索のためには臨床像の解析、病歴とならんで適

当な検査が必要である。また、どの治療を選択するかをきめるための検査も必要である。

精神遅滞の原因を知るための検査として汎用されているのは、生化学検査、染色体分析、

および、CT であり、その他、特殊な疾患を疑う時にはそれぞれに特異的検査が行なわれて

いる。一般に、精神遅滞の原因を見出そうとする時、まず、病歴と臨床像から既知の疾患

や症候群であてはまるものを抜き出し、それに対して確証を得るための検査(肯定、除外を

含む)をつけ加える。以下、各項について協力班員の報告を要約する。 


